
放送大学における教育と
今後の方向性

岩永雅也（放送大学附属図書館長・教授）
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中央教育審議会大学分科会将来構想部会
制度・教育改革ワーキンググループ

―――人生１００年時代に向けて―――
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トピック１ ※本学史上最高齢で卒業

大正生まれの９９歳の学生が、平成２
８年に卒業しました。放送大学史上最
高齢での卒業となります。
１００歳を超えた現在も、放送大学で
学び続けています。
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トピック２ ※初めての博士後期課程修了生を輩出
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入学者数の推移

累積140万人の学生
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会社員等
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看護師等
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公務員・団体職員
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自営業・自由業
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農林水産業等従事者
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パートタイマー
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アルバイト等
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他大学・専門学校等に
在籍する学生
7.5%

定年等退職者
9.1%

無職
6.4% その他

5.1%

○当時の入学者の最終出身学校別の状況
（昭和60年1学期）

(平成28年1学期)
○現在の入学者の最終出身学校別の状況

学生の属性

2 0 代
1 2 ％

3 0 代
1 6 ％

4 0 代
2 3 ％

5 0 代
2 0 ％

7 0 代 以 上
9 ％

6 0 代
1 7 ％

1 0 代
3 ％

（平成29年度第2学期）○職業別割合

○年代別割合
（平成29年度第2学期）

○性別割合
（平成29年度第2学期）

男性

4 7 ％

女性

5 3 ％

全国でおよそ
の方が在籍

全体の70％以上
が有職者
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教養学科
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教養学部
1学科6コース

平 成 2 6 年 度 1 0 月 よ り
学 生 受 入 開 始

学部・大学院

放送大学 国立 ( 標 準額 )

学 部 約 7 0万円 約 2 1 4 万 円

修 士 課 程 約 5 0万円 約 1 0 7 万 円

博 士 後 期 課 程 約 1 4 0万円 約 1 6 0 万 円

231 531 77.1 78.8

BS
デジタル

地上
放送

インター
ネット
ラジオ

テレビ ラジオ

Ch． Ch．

テレビ
(リモコン番号)

（ラジコ）

FM
(東京放送局)

FM
(前橋放送局)

MHZ MHZ12

radiko.jp

平 成 2 7 年 度 よ り 実 施

テレビ科目 1 7 2科目

ラジオ科目 1 7 5科目

オンライン科目 2 6科目

(関東のみ)

※地上放送は、平成30年9月末で終了予定。平成30年10月以
降、
BSデジタル放送の教育コンテンツの充実を図る予定。

※中学卒業または高等学校中退の方でも一定のルール
のもと16単位以上を修得すれば全科履修生として
入学が可能。

授業科目

学生の種類

卒業（修了）までに必要な経費

全科履修生 卒業を目指す/最長10年間在学

選科履修生 好きな科目を履修/1年間在学

科目履修生 好きな科目を履修/半年在学
大学院文化科学研究科
1専攻 修士課程：7プログラム、博士後期課程：5プログラム
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放送大学での学習方法
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
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↓①講義受講による
知識の吸収

↓②小テストによる理解の確認

←③ディスカッション
による教員との
意見交換 7
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月



東京文京学習センター
・茗荷谷駅から徒歩5分の好立地。筑
波大学と合築

・データサイエンスの講演会を2018
年3月開催予定

和歌山学習センター
高野山と密教の基礎
を、フィールドワーク
を通じて学ぶ

千葉学習センター等
「第九を歌う会」
南関東7つの学習センター合同
による特別プロジェクト

熊本学習センター
データサイエンスに必要
な統計的データ解析の入
門的な部分を概説

東京（拡大地図）

・・・学習センター

・・・サテライトスペース
学習センターでの面接授業

東京渋谷学習センター
・企業人が通う首都圏の好立地を活か
し、借用教室により授業や学習指導を
展開

・ライフスタイルに合わせた「渋谷２４
６セミナー」や夜間開講の面接授業を
実施

・多くの学習センターで「初歩から
のパソコン」を実施し、ＰＣに不
慣れな学生をサポートするリメ
ディアル教育を実践。

・オンライン等に加えて対面の面接
授業を全国５７の学習センター
（サテライト含む）で開講し、知
識の実践と定着を図る。

↓宮城学習センター

↑沖縄学習センター 8



・教員免許更新講習を実施
し、更新に必要な30時間す
べてをテレビ・ラジオ放送
で受講可能（1科目（6時
間）6,000円、11,604名
（Ｈ28年度）が受講）

・幼稚園教諭免許状の取得に
係る特例措置への対応

・認定心理士資格取得者
のうち35％(1 ,245人)が
放送大学で資格要件取得

放送大学で目指せる各種資格

・本学大学院修了生の臨床心
理士合格率75 .0％（全国
平均合格率は61 .8％）
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リカレント教育に関する今後の方向性

産業界等との連携強化

高等教育機関との連携強化

○数理情報分野の人材育成科目の充実
→ビックデータ・ＩｏＴ等の新たな需要を見据え、データサイエンスやサイバーセキュリティに関する科目等を開設。

→企画段階からの産業界等の積極的な関与、企業内研修への活用により、人材育成を支援。

○実務型リカレント科目の充実

○「オンライン授業科目」の充実

→教員、看護師、キャリアコンサルタントなど公的資格の研修に資する科目等を拡充。

→多忙な社会人でも学びやすいよう、双方向性を高め、インターネット上で単位認定が可能な「オンライン授業科目」を大
幅拡充（100科目（現行の４倍））。

○本学の映像授業化ノウハウを活用し、各大学の特色ある専門教育の共有を促進

○本学の幅広い教員陣の力を活かし、各大学の教養教育・共通教育の高度化を支援
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→業界団体等と連携し、本学の映像授業化ノウハウを活かして企業等向けの実務型研修を高度
化。

今後、本学のノウハウを最大限活用し、産業界や大学等との一層の連携強化、オンラ
イン教育の大幅拡充により、「リカレント教育」の拠点として一層高度で効率的な
学び直しの機会を全国へ提供。



「教養」は生きるチカラ。

※ 2018年度第一学期生 出願募集中

ＢＳデジタル テレビ231ch、ラジオ531ch
インターネットラジオ radiko.jp
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